
11＂＇剛’，.，叫1即日1・1【問l制剛里！＂＇’＇＂ II!＇＇！！！＇瞬間 Ill州＇目＇且~l?IUI”1剛岡阿川llf!l~目l創刊IUI・l!!!.'!!!f.！＂＇＂凶＇＂＂＂＂＇＂＇！＂巴l型！”，.，，，，＂＇刷附·’＂！＇＂－＇酬川町＂＇＂年

ii . 11 i アジア日誌室
副
~ !!l 

ii 5月 27日ー 7月 16日 :i 
缶l
量l
!!I s，，，而耳目1llhu同日刷国ii師，；，；；；，1,1日嗣百四M 耐而”耐耐日制而j白百市山凶iili1i1繭刷。，吊目前，111,11ii1iii11川随時iiiU,山耐11/1

5月27目

。トルコでw.部クーデター起こる。

。北京で開催された中間人民解放軍

文化教育制極分子代表大会終わる。

。台拘銀行外岡部，為務レート切り

下げを発裂。

。タイ政府，タイ駐在米大使館の保

漉を強化。これは同大使館内で手り

ゅう51)1その他が発見されたため。

〈〉北ヴェトナム中央選本会議，第2

j問問会選挙結果につまコミュニケを

発談。

。ラオス政府，夜間外出禁止令を解

除。

。オランダ海軍，間イリアンに艦隊

派泣を発裂。

〈〉西独・インド両国，回連I、がインド

fこ3000万ドルのイ＇／＼＇款を供与する協定

に訓印。

。ヨルダン匝EE, 10月に総選挙施行

を発迎。

5月28目

。トルコにグルセJレ将軍を首班とす

る抑定内l弘j成立。

〈〉モンゴル訪問中の周恩米中間首

相，ツエデンパJレ・モンゴル首相と

会設。
。コンゴ政党代表団，北京市~Ill！。

。北ヴェトナムの新聞報道によれ

ば，全出家の 5'J~jが共阿組合に加入
したといわれるQ

。日本貿易諜界代哉とインドネシア

貿易省の米自if~；f~加工交捗ツキカル
タでIJf.l始。

5月29目

。抑闘の~f.承l民前大統領，

渡米。

ひそかに

《〉カンボジアのシアヌーク殿下，週

刊紙上で米援助拒否を示唆。

。ネーJレ・イニィド首相侃問。

5月30日

＜＞~時間治安局，北鮮スパイ一掃のた
めスパイ検挙協力者への表彰制肢を

決める。

。ラオスのコウ・アプパイ将定内閣

総辞職。

。シンガポールのコー・ケンスウイ

蔵相'I，総経抗 9偲7000万マラヤ・ド

ルの1；日発5カ年計画を準備中と発

浪。

。ピルマのネ・クイン国防軍参謀総

長，英米訪llUに／.LI発。
。レバノン政府，ギニアに公使館設

i院を決定。

〈〉アラブ辿仰と FAO(l@il!食店！品業

機僻）相互協力協定に調印。

。インド各地で紡紅i労働者スト。

5月31日

。SEATO卸 6田理事会，

ンで聞く。

ワシント

〈〉中間・モンコツレ友好相互接DJJ条約

調印。

。チベットのラサ市に最初の製鉄所

建設を苅・工。

。京株、でif-f政内限J~~！li要求のデモ起

』る。

。ラオス新首相にチァオ・ソムサユ

y ト元内相が就任。

〈〉スパンドリオ・インドネシア外

相，アツア諮問の取回首脳会談参）Jll

を嬰求。

。DLF（米開発｛／＼＇秋越金）， インド

ネシアの自動〕II工場建設のため 260

万ドルの借款供与。

。インドのヒンズー・マハサパ党，

年次大会でネ 戸 Jレ首相の非同盟政U'l
の修正を要求。

〈〉パキスタンの計画委民会，迎輸通

信発展のための計画を発表。

。パキスタン当局は， ICA（米国際

協力局）と320万ドル余の経済援助を

受ける協定に調印。

。ピJレマ政府，紡級品その他32品目

の貿易を6月1日から間営商社で取

り扱うと発表。

＜＞＊・ネパール阿悶，ネパールの良

林l}H発その他の言1・回のため米国が

100万 I-'）レの援助を与える協定に調

印。

。低開発国援助会議特別安終わる。

6月1目

。中間文教先進工作者代表大会DH
く。

。周恩来）行相，

帰国。

ウラン／＇＼ート Jレヵ、ら

く〉斡｜丞l外務省，京城・肴港問の商業

航空再1；日を発表。

。韓国商工省，下半期貿易計画を発

表。

。来日中のタイ悶経済観察団，

タ．イ協力委設ltlを決める。

日本

。大！肢製担！！，タイの製脳会社と資本

技術提携に調印。

。スパンドリオ・インドネシア外

相，中立国会議開｛慌を捉l判。

。パンガード紙（ピJレマ民族統一戦

線機関紙） 1日より復刊。

。イスラエル・ネパール両国外交関

係を樹立。

6月2目

。儲G(ITISEATO型ヲJr・会終わる。

。サイゴン紙の報道によると，フー

ロイ事件生存者は当局の手でユエに

移動された。

。ラオス新内問成立。

。ソ辿，ニューギニア問閣でオラン

ダtこ作告。

。日本からインドネシア向け船舶輸

出契約に調印。

。パテイ Jレ・インド食mt!業相は，

「イン 1：は，うた印食暫，11a定実施後も

引き続ぎピルマその他の国から米を

輸入する」と述べた。

。ブータン政府筋の↑i'1報によると，

5月中旬からテベット西部セカール

地方で激しい暴動が起こっている。

I2ラ



竺E巴竺！！！竺2・＇~~目 主τz ・・．．，．．．．同・・・・・・・・・・』・・H ・M ・’－－・・・・・H ・..,.-..冒・・・・・・・』同．．．．．．．．．．．．．””・・・・・－・・・・・H ・・－・・・・・H ・－ー・・・・・・..＿・－田・・・・・－・・・・... ・・・.._ 
面’C, - ー 」ーー一一ー一一一一ー－一一一一ー一一一一一一一一一ーー 一

~イラク政府，全保険会社に対し，
保険金の罰金を命令。

。エジプト・仏両lj4,予Iii関!Hlの貿易

正常化を通述。

6月3目

。DLF（米開発借款法金）， mヴェ

トナムに970万ドルの供与を発表。

。グェトナム労働党機関紙ニャンザ

ン，北グェトナムの民業現状に！則す

る論文を発表。

。インド国民会ll&派迎；i;t委日会，プ

ーナで開制。

。インドのステーツマン紙による

と，中印闘境で中岡市の'.ifC!J千行動が

活発化している。

。米通商使節問，イラクiVilllJ。

6月4日

。）13恩来中lf4首相，キューバ訪問の

j召苛iを受結。

。コンゴ政党代表日1，中出人民外交

学会の捌きにより中間訪11¥l。
。北グ孟トナムと仏政府は，ニュ｛

カレドニアと，ニューヘブリディズ

のグェトナム入居間民約6500人の制

闘に関する協定に調印。

。カンボジア週刊紙， ラオ3え同＇.1J（の

カンボジア制侵入を報道。

。スカルノ・インドネシア大統制，

世界旅行から焔凶。

。イラン・ソ辿jil日凶， 5000万ドJレに

のぼる坑易協定に調印。

6月5目

。アフリカ象牙海if~民族解説委民会
のアシ・カ.｛）レ・アグン議長，中間

訪問。

φ北京で世界労辿妨11問理事会，m
く。

。斡P.4当局， 「卒ラインは不夜、」と

戸別。

。ハガチー店、；！！らマニラl，・。

。シアヌーク・カンボジア首相，中

立政策を問う問民投票で大勝。

。インド・インドネシア両国，訓llW
のための能川軍人の交流を合む軍事

協定に調印。

。インド占'Ill下のカシミールの院i境
地域に2カ月附の夜IIH外IH禁止令施

行。
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。ナセル・アラブ辿合大統領ら一

行，ギリシャ・ユーゴ)l}j間に出'J~o

6月6目

。6日の新三＇ifr社によると，フィリピ

ンの1961会計年度国防波は 2trr:1000 

方ぺソ（ 1位500万わけにのぼり，

また米国は阿国'.ii（の桜武装な活発に

略的中。

令市ヴェトナム'.illは6日，共産ゲリ

ラを柿乱 60人を設答。

。i旬ヴェトナム国民議会は，仏政府

がjヒグェトナムとの！日lにニューカレ

ドニアのグェトナム人引き扮げにつ

いて協定を結んだことに対し，抗級

決議案の討議をIJH始。

。ラオス愛悶党中央委員会，総選挙

のやり臨しおよび民族主1f合政府の樹

立を袈求。

。イン！と外務省のメータ中国応ー艮，

ゴパール資料部長ら， 1:1・1印悶坑fl¥J凶
討議のため北京訪問。

。イラク・東松岡｜礼貿易議定；；~lに

iPlf印。

る月 7目

。インドネシア政府，ソ述援助によ

る鉄鋼工場建設契約に調印。

。日本の東ボルネ,t森林資源開発調

査団111発。
。インドのJレールケラ製鉄所注設の

従業員ストライキ。

。インドのパンジ干ブ州アンパラ県

で将官が地主と小作人との闘争で小

作人に発砲。

6月8日

。チベット初の婦人代説大会開く 0

0インドネシァ・米両悶．原子力平

和利用協定に制印。

。デザイ・インド政相，ユーゴ・ソ

辿など訪lllJのため出発。

。シ Eアイプ・パキスタン蔵相，ワ

シントンで3制裁の対パキスタン援助

追加I同訟を発決。

6月9目

。米愉出入銀行，インドネシア政府

に対する4750万ドJレの借款を承認。

。インド闘防省当局，中印阿境の1f(

]h力市強のためJfT.用愉送織をj』lj入。

6月 10因

。SEATO君！司F会より仰！主｜のセラ

ノ・フィリピン外相，米国はサイド

ワイングー，オネストジョンなどの

防衛兵器をフィリピンt・C.設阻する冒

約束したと発裂。

。インド外務省，中間郁のインド領

占領説を否定。

〈〉英政府，ヴェトナム間際監視委の

鈎10間報告書を発表。

6 Ji 11日

〈〉凶独・仏・イタリアの銀行，商パ

キスタンの水幸JJ『!i::JJUH?ffi公社に8000

万ドルの11＼＇款供与。

6月 12日

〈〉俳国自由党，大会で所属議員の総

辞職を勧告。

。カンボジアのシアヌーク殿下，悶

家元首就任~~nを受球。

。パンジャブ諮を訴す独立州政位を

挺求するシーク教徒，ネール首相の

同盟求拒刊によりニ4ーデリーで場

励。

。インドのカシミール州首都スリナ

カソレからのti'i報によると，中悶は，

ラダク地方近接til境にいくつかの飛

行場を辿設中。

。レバノン問会議員選挙開始， 7月

3日まで各日Mlごとに総滋附99につ

いて行なわれる。

6月 13目

。DLF（米IJ目指f/t-~k~1包金）， 斡悶！こ

110万ドル1/・hi・k供与・0

0:Yl／：問問会，新：必法採択と；議院内｜抑
制実施を製求する決議案を可決。

〈〉ゴ·~ンツェム i'ii ヴェトナム大統
'ilti，サイコ’ンの華僑総会に解1肢を命

令。

。カンボジア摂政会議併散。

。日木・イン 1ご阿｜手l，目印租税協定

合批准。

。ヒリレマのカレン州で食私iききん起

』る。

6月14目

。DLF（米開発借訟法金〉， 台湾の

ガラス工1持なと・！·r..f／；日~供与。
。カンポジア陪IE町議会， l調家元首問



ー聖一…ー－一···－··・：~~－＝·：：~＝＇！.＇.＇..＝＝.：.＇.！！！＂－＝－ ..・M・－－－ー…・・~.！！！！.：＝！！~＝~·..：＝.：：：：ぎ巴~－＝＝ 日 誌竺~~！乙竺1・士＂：：.守

凶にri，する協法修正案を可決。

6月 15日

<>r:fコ印国境！！日閣当局者会談，北京で

始まる0

0中間政府，西部チベットへの巡礼

を禁止。

。韓国国会， fぷ法改正案を可決。内

閣は向日新店法を公布。

。インドネシア政府，ハマーショル

ド悶辿事務総長に投簡を送り，オラ

ンダの四イリアン派兵に抗議。

6月 16目

。アフリカ述時党出記者代理，北京
リ．
ff-o 

。中｜司航空，北京・ラサ直通空路テ

ストに成功。

。ソ述・インド阿悶，石耐とガスの

部Ef.t採抑lに閑する技術援助協定に訓

印。

。インド石油使節同，採掘施設白い

千lけのため訪ソ。

。インド・西独問問，インドの対西

独繊維品輸出Ji＼：の自由化に｜到する議

定：；！1に調印。

6月 17日

〈〉京独のノイエニス・ドイチュラント

紙，中間の人民公社な批判。

。DLF（米開発借款基金〉， I旬グ且

トナム政府に970万ドルのイf，＼＇款供与。

〈〉カンボジア悶民議会，シアヌーク

殿下のl司家元首就任を71(認。
。ジャカ Jレタの共産主義者ら，新安

保条約に反対して，日本大使館にデ

モ。

〈〉インドネシアの労組（SOBIS),i'( 

上げを要求。

。インドのパンジャブ州て’土地分担

を要求する良民デモ起こる。

6月 18目

。アイゼンハゲ一大統領悶府訪問。

今日米新安保条約自然承認。

6月 19目

。インドネシア空軍，兵力汗19.Uを発

袈。

6月20目

。件悶米3万トンの愉入交渉妥結。

。チベット法律調査委（インド〉，間

際法lit家委員会に，中国のチベット

人大位殺害を報告。

。シンガポールの与党人民行動党，

オン国家発展相を除名。

。メノン・インド周防相，スリナガ

ル視祭。

6月21目

。SEATO罪事計画期！の鈎3悶辿・給

?l，パンコックで開く。

〈〉フィリピン将察，フク聞の卸 3首

仰を逮捕。

。I甘ヴェトナムの野党「自由進歩ブ

ロックJ，ゴ.：／ンクェム大統制に不

法逮捕禁止と法現の自由を製求。

。T"Wヴェトナム教育者， ：！（正商経常の

学技に対し中間art使用を制限。

〈〉ヤミン・インドネシア特別問務相

米日。

。インドネシア共産党機関誌，米企

業の按j院を要求。

。スカルノ・インドネシア大統領，

緊急事態地域におけるストを禁止。

。パキスタン政府， m2次5カ年；11"

回7月から実施を発表。

6月22目

。隣国政府，教口組合の解散を決定。

。北ヴェトナム，I旬ヴェトナムの「椋

梨区J設慨に抗議。

。マラヤ述ヂ！Iのラ｛マン内｜弘i，関内

治安法を可決。

6月23目

。北朝鮮・ソ述両悶，通商航海条約

に調向lo
。カンポツアの元首シアヌーク殿

下，中立襲名？を強調。

。マラヤ政府， ドJレ地域などからの

輸入自由化を発表。

。インドネシア教官相，ソ辿へ開学

生50人派泣を発表。

。日米新安保条約批出力交換終わ

る。

6月24日

。米£1務省，綿聞に米余剰出産物の

'flい十lけ資金供与。

。韓間・日本両閑，仲間米nい付け

に関する党え3きに調印。

。パキスタン政府，新愉入政策を発

表。

。アスワン・ハイ・ダム釘I2J聞工事

設計始まる。

6月25日

。i討ヴェトナム政府，事前団体の解

散とそのr't接接収を命令。

〈〉北ヴェトナム，全国民家の54%が

政協に加入したと発法。

。インドネシアの西ジャワ~if£当局，

中間入居留民を強制移住。

。インドネ・シアの新議会（相互扶助

議会）発足。

。インド・ハンガリー問問，貿易支

払い協定に訓印。

6月 26目

。シンガポール労組協i説会，市アの

人櫛差別に抗議して問問商品ボイコ

ットを決議。

〈〉ジュアンダ・インドネシアWi席閣

僚，訪ソにIll発。

。インド政JH，ポカロ製鉄所の建設

を決定。

。コイララ・ネパールj';j相，チベッ

トの戦闘のため悶悶の対チベットf(

劫中断さf発表。

6月27目

。幹同の自動)Ii五IC愉染者、アメリカ

とWF政内！抑の四百掠に抗議して梁務を

？？」｜：。
く＞1.j:1悶・ピルマ国境画定委，ラング

ーンで開始。

6月28目

。カンボジアにチェコ扱助による発

泡所完成。

。インドネシア共産党，新国会に対

する共産党の協力をjtil.JJJ。

。カリンポン発ロイタ－ 'iUによる

と， 10万余のチベット系遊牧民族が

rl:i共年を避けて西部のチャンクン日

原fこ務勤しているといわれる。

。ピJレマ・ソ述内｜玉1,rt易協定の l
年延長を発表。

6月29目

。米間務省，中間の対チベット'.iμ!j¥'.

行動を非難。

。カンボツアのシアヌーク殿下，ポ・

プロン前首相に再度組，mを契約。
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φマラヤ中央銀行，公定歩合引き上

げを発袈。

。スカルノ・インドネシア大統制，

議会のlJ日会式で，地方悶家機構の改

編を要Ji'i。
。マラピヤ・インド｜調務相はソxlfが
インドの．石油生産：に対；rる扱ωを約

束したと発表。

。IFC（回路金融公社），インドの耐

火レンガ製造のため 137万！りレの併

」;k{j色与0

0ウ・ヌ・ーピJレマ首相，同悶111の

残存悶府軍の粉昨を発表。

。ピJレマに中岡援助によるゴム工場

完成。

＜；・ネパール政府，中間l退l!Jtのムスタ

ングが中間11（に!j巴！I？，され，死者.1' 

逮捕15人と発淡い中闘に対しJ校：ff(

抗議した。

φイラクのモハマド・ハジド元政相

ら政府に問民進歩党結成；認可正1五島1fo

。ヨルダン放送，シリアにアラブ述

合に対する反抗を呼ひ．かけた。

。米政務省，アラブ述合に対し出産

物口い付け権限付与。

6月30目

。コンコ’共和問独立。

令北京人民代迎大会終わる。

。インドネシア政府，地方議会の改

制を発表。

。英政府，インドの接見）J裏!:ffi'H・こ対し

1000万ポンドの借款供与を発談。

7月 1目

。テベットで初の手工業生産：協同組

合成立。

。斡岡政府，出版ど政党結成の l~I 由
fieむ。
。プミポン・タイ間三E,SEATOへ
の忠誠を強調したアメリカとの共同

コミュニケを発表。

。カンボジア同会，ポ・プロン内閣

を承認。

。スカルノ・インドネシア大統制，

ill彊！~梁のストを禁止。
。西~ャヲ＇.ijr当局，大規棋な訓i辛活

動JJH始。
。DLF，インド持会社に8920万ドル

の借款承認。

φカJレカッタ大学経済統計学部，カ
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Jレカック市に関する統計調査を発

表。

。インド政府直営のボーパルmm気

工場完成。

。ネパール1f，同境に 1万人州兵。

。ヨルダン放送によると， 100人以

上のシリア将校がアラブ辿・合政権に

反対したとの理由で述捕された。

7月2目

。j司恩来中間首相，コイララ・ネパ

ーJレ首相に由簡を送り，悶境衝突＇？］ f.

件は中国軍の不注意と認む。

。ヒン I＂スタン・タイムス紙による

と，中間は5000人のチベフ卜人工作

只たインドに送りこんでいる。

。斡悶社会改新党，総選挙ポイコ y

卜なJti[!JJ0

。北スマトラ石油開発協力会社， IH-1

発地域の拡大を決定。

7月3目

。特悶中央選挙安，立候有Iiを締め切

る。

。セラノ・フィリピン外相，米悶の

キューバ現If愉入削減に伴うフィリピ

ン説！i輸入刑1)/1を抑；迎。

。インドネシアのチマヒで， 1/l当局

事前婦人を射殺。

。レバノン総i墜さ詳終わる。 (6月12

日～7月3日〉

7月4目

。中間政府，抑問中のネパール人を

引きu立す。
〈〉中j;i;j・北鮮内陸l，科学院科学協力

協定に調印。

。斡！司学生がj挫tp;反対デモ。

。ガJレシア・フィリピン大統制，京

市アヲア同＼l日の結成を強調。

。インドネシア政府，ソ辿援ll}jで製

鉄所を建設する協定に別印。

。インドのアッサムナHで．官官1HllJ凶
でデモ隊と？？娯が衝突。

。ネーJレ・インド首相， ラダク地方

を視務。

。イスラエル最初のlilf：先用原子炉辺！
~ii;[JH始。

7月5目

。インドii-I"画委員会，保 3抗 5カ年

ii・1百発表に当たり， l汰， 2次の；n

国の成県を発表。

。羽~ 2 IIfl1J.ilJH諮問援助会議聞く。

。中間政府， l主ltll問題解決のため悶

境委開催につき，ネバール政府に同

窓。

。モンゴル人民；＇（i.{i1,党中央委聞く。

〈〉呑継の対中間貿易刑加。

。紳同不正選挙容疑者の公判~f.l始。

〈〉北ヴェトナム同家計画委， 60年度

上半期の同常工業生践の大相明大を

発表。

〈〉英政府，ラオスに15万ポン 1：の按

助を発法。

。ソ辿：， U2 型機1］~件でアラブ諸問
！” fi?,llエ
」， 1日。

ウアラブ述合，キューパV,lf5万トン

白を輸入。

。米・アラブ述合附悶，工染建設計

画のための経済協定に調印。

7月6目

。中岡政府， l[l縮IIIJ/liiで対ソl司容を

手交。

。中間・ピJレマ問境画定令問委，コ

ミュニケを発表。

〈〉モンコ勺レ大フラルダン〈人民代表

大会）.， JM法改正~住宅f採択。

〈〉マラヤ政府， iNア製品の輸入を禁

止。

。BBC放送によると， 過去・数迎間

米外悶J(,j"政援助をめぐ勺てシンガポ

ール人民行動党内に訳大な分裂が起

」っf』。
。ソ辿とインドの学術交流j広大。

。インド政府；：n・踊委， t(S3次5カ年

計画中；諒；を発茨。

7月7目

。キュー．パ労働者述II!！代表問，北京

訪問。

。北グェトナムW2J切開会IJHく。

。ジャカルタの：q・t・前j総会，スカルノ

大統fl｛に辿訂作J！：を~\1，＇／。
〈〉オランダ，京パキスタンに砂拙工

場ill設な発表。

7月8目

。上海人民銀行の澗金総額，前年同

期の 3佑・余に急増。

。モンゴJレ・東独両国，長期貿易協

定締結。



。朝鮮軍事休戦安，米軍の核兵器i制i
1r.＇（こ抗i縫。

。｜到j仔，外資導入のため入間手続き

仰系化を承認，近く実施する0

0フルシチョフ・ソ辿首相とジュア

ンダ・インドネシア首席－閑｛京会談

し，共同コミュニケを発表。

。スカルノ・イニぅドネシア大統'iiし
報道管理機関を設置。

。デサイ・インド蔵相，カイロ訪問。

。ブラサド・インド大統制，公務只

のストを禁止する椛’限を政J(.fに与え

る大統f,fi令を公布。

。ナセJレ・アラブ述合大統制，国民

述合大会で内外政策を発表。

7月タ目

。インドネシア悶民党のサルトノ

氏，石il!J会主l；悶有化を要求。

。イン，...の米：火・石illl会社， インド政

府のソ迎石油F印刷制点を拒布。

7月 JO目

。ネパールに中国大使館開設。

。ソ辿外交官． ネパーJレ政J{-fの誕）jと

により｜喝凶を退去。

。カトマンズからの；mmによると，

ネパール悶泣から 64キロのシェカ

ル・ゾンでチベット・中間のritl!m！が
就き ~l{f:民5000人がネパールに逃げ込
んでいる。

。インドネシア銀行発表によると，

向FlilのインフレはJ科大飢向にある。

。インドのアッサム州で公J-HIT(HllJ組
をめぐる株励続発。

7月 II目

。アイゼンハワー・米大統領，咋，m
米援助政策を発表。

。ソ述政府，米RB47型機~？.~定~］下件
でう~，英，ノルウェーに抗政党え出

きを送る。

。lおグェトナムのロンアン省当局，

政治犯似人を釈放。

。中国政府，西ツャワ '.i]!の車両殺~J}

iJt件につき抗議。

。スカJレノ・インドネシア大統制誘

かい未遂犯に終身刑判決。

〈〉ショアイブ・パキスタン五足相，ヨー

国から 500万ポンドの借款受け入れ

を発表。

一一…一……ー・・竺止で！！！守主主巴日 誌一”一・・・・－...・・・

。ソ述・イラク阿国，鉄道敷設に関

するソ辿の援助協定交渉開始。

。ツォンベ・カタンガ州首相，カタ

ンガのコンコ．からの分離独立を宣言

し，ベルギーの援日)Jを要P.li。

。コンゴ政府，扶j宇間取のため国述

の介入を製品＇•＇。
。店長山外相， 「U2型機は日本から

撤去されたJと発表。

7月 12目

。隙毅中国外交部長，ネパール背年

代表と会見。

。中間・ピJレマ国境合同調査隊第 1

閉会議聞く。

。周思米中間首相，同位IBJ坦｛でネパ
ーJレ首相に古前j。

。タイ 1J-J似i，・外資優遇法を承認し議

会に付託。

。グェトナム人民'.if(，国際委員会に

対し市ヴェトナムのli¥lt略泊路弘ll設に

抗議。

。SOBSI（全インドネシア労働中央

組織〉，米入所有企梁の｜司有化を勧

fコ。

。インドネシア政府，新政党法を公

布。

。インド中央政府公務只， 15州中14

州でストl’こ突入。

〈〉悶ttlt¥H笛に｜対するインド・パキス

クン共同委，悶境協定w施にJ見Jする

車製｜！日題で合~し，閉会した0

0トルコ国家統一委n会，新‘j月定'itc
法を発布し，正式に故r：；政治備力と

なる。

。コンゴ政府，米に派兵を嬰Jf'iL, 
米はこれを拒否。

7月 13目

。カナダ協同述邦党代夜間，中間訪

問。

。i有ヴェトナム邪，共産ゲリラ品｝討

で叫ん殺揺を発表。
。ククラ・レバノン外相，ヨ~偵察機
の越地使用を認めないと声明。

7月 14目

。マニラ低，フィリピンに米国のサ

イドワインダーがjiljJj・しはじめたと

報道。

。インド公務員ストで約4000人を述

捕。

。アラブ辿合シリア地区とjL(.j独，同

地区に対する西独の技術援助協定に

調印。

7月 15目

。帥岡政府，ぅ~たる29日の総選挙の
ため 6都市の戒厳令を解除。

。悦居！の許政内閣，選挙をilliに「不

良分子J5000人を述lili。
。北鮮訪問中の腔界民主w年連miと
隠｜際学辿代表団，在北倒i,*'.if［の撤退

を要求。

く》ネパール政府，将校殺者事件で中

悶に有nrns 万ルピ－~；及。

。う~，雲I. フィリピンfillの基地協定改
定交渉難航。

〈〉北グェトナム人民会議，大統制以

下i説家首脳を退/1.¥。大統制ホー・チ

ミン，制大統ft｛トン・ドックタン。

〈〉インドネシア政府，政党集会然11.こ
令を仰除。

。インド政府，公務員ストの労組側

妥協案を拒荷。

。インド・ソ迎j,1引きしインドが3年

1111にソ辿石油製品 150万卜ンを買い

付ける協定に訓印。

。アラブ述合・チェコ同｜司，チェコ

が別語！！所を:ill設する協定に湖印。

。国辿'.iT（鰐 llHllコンゴ安！日a。
。日本で新安保条約に反対する統一
デモ起こる。

7月 16目

。中華全開総工会とキューパ労辿，

キューパの対米！矧米支援で共同声明
搭表。

。~仲間。if大統制の機部由主！i を押
収。

〈〉カンポ；；－ア・西独問問，貿易協定
に調印。

〈〉インドネシアw当局，ハリアン・

ラキャッ卜祇に無JOI仲刊命令。

。インド公務日スト，組織下部から

のスト指令返上が続出し， 16日で無

条件打ち切り。

。カルカフタで宮諮問問をめぐって
ゼネスト。

。パキスタン政府，米国から50万ト
ンの小変愉入を発表。

。英軍のセイロン撤退完了。
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